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【はじめに】 

近年、光ネットワークでの低消費電力で高速

な光転送の観点から、Si フォトニクスを用い

た光スイッチが注目されている。[1] 我々は長

方形マルチモード干渉計カプラー(以下矩形型

MMI)の偏光無依存構造が可能なことを確認し

たが、[2] 入力導波路間の干渉が無視できない

ため、新たにテーパー型MMIカプラーによる

偏光無依存化による MZI シリコン光スイッチ

の設計を行った。[3] 今回は作製誤差を踏まえ

た上でのテーパー型MMIの優位性を検証した。 

【素子の概要】 

従来の矩形型 MMI を図.1(a)に、テーパー型 

MMI カプラーを図.1(b)に示した。テーパー型

MMI の出入力 端幅は 小型 化の 点から

𝑤1=1.9µm で、中央幅は𝑤2=1.6µm とした。Si

導波路厚はどちらも 300nmである。 

【解析結果】 

光の進行方向であるMMI長さにおける誤差

ΔLと、光の進行と垂直方向である MMI幅に

おける誤差Δw(Δw=Δ𝑤1=Δ𝑤2)を想定し解析

を行った。図 2,3にて各偏光における Bar出力

と Cross出力の入出力差を示す。図 2,3の通り

テーパー型MMIの入出力差は矩形型の入出力

差と比べ、MMI 長さ及び MMI 幅 w との依存

関係が少なく、テーパー型MMIの優位性が確

認できた。今後、作製誤差を想定したテーパー

型MMIにおけるMZI光スイッチのスイッチン 

グ特性を解析し、クロストークの基準を設定す

る予定である。 
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図 1.MMIの概要図(a)矩形型(b)テーパー型 

 

図 2.MMI長さ変化による Bar-Cross出力差 

 

図 3.MMI幅変化による Bar-Cross出力差 
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